












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一一一　　　　　　　 一一　 一一　 一一　 一一一一一一
　
マ
ヤ
ス
ボ
イ
ト
竹
柄
杓
椋
椙
箒
竹
箒
コ
ヲ
モ
ン
セ
ン
土
焼
丸
火
鉢
ブ
レ
ッ
キ
手
水
盟
土
焼
受
鉢
茶
碗
焼
物
ザ
シ
煙
艸
盆
　
但
附
属
品
共
具
足
ア
キ
ブ
レ
ッ
キ
足
形
箱
木
製
手
形
井
フ
ク
ボ
ク
茶
出
し
水
田
子
　
〆
病
衣
廿
枚
分
派
ヨ
リ
大
　
小大
拾
九
本
六
　
　
本
七
　
　
本
七
　
　
本
弐
　
　
本
三
拾
個
八
拾
個
五
拾
個
四
拾
個
四
拾
本
四
拾
五
個
壱
　
　
個
四
　
　
個
百
拾
六
枚
拾
壱
個
壱
荷
半
一
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
の
行
朱
）
　
　
右
ハ
本
年
三
月
廿
五
日
以
来
非
常
用
二
付
買
入
之
諸
品
備
右
之
通
二
御
座
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
病
院
　
　
明
治
十
年
五
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
　
俗
　
務
　
係
（
石
田
）
　
　
　
非
常
事
務
係
　
御
中
一296一
　
　
　
　
証
　
一
　
蚊
帳
　
　
　
　
　
　
　
　
七
＋
張
　
　
　
　
　
内
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
　
　
　
　
四
十
六
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
　
　
　
　
　
二
十
四
　
　
右
正
二
請
取
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
病
院
俗
務
係
　
　
　
十
年
丑
五
月
廿
四
日
　
　
　
　
　
　
　
加
幡
豊
次
郎
（
加
幡
）
　
こ
の
他
、
第
一
分
派
病
院
の
請
取
証
そ
の
他
、
各
分
派
病
院
の
備
品
表
等
も
あ
る
が
、
省
略
す
る
。
な
お
、
六
月
二
十
六
日
、
吉
田
健
康
は
第
一
分
派
病
院
へ
毛
布
四
十
五
枚
を
廻
し
て
い
る
。
　
五
月
三
十
日
、
吉
田
健
康
は
三
通
の
伺
書
を
北
島
県
令
に
呈
出
し
た
。
　
（
一
の
分
の
み
原
文
の
ま
ま
と
す
る
。
）
一
、
先
般
来
非
常
ニ
テ
当
院
へ
警
視
隊
被
傷
者
多
人
数
入
院
候
二
付
臨
時
御
雇
入
相
成
候
吉
雄
圭
斎
以
下
五
名
之
者
未
タ
戦
争
平
定
御
解
雇
可
相
成
期
モ
難
計
候
就
而
者
元
ヨ
リ
方
今
非
常
之
際
故
可
及
的
勉
励
各
々
義
務
ヲ
尽
ス
ベ
キ
ハ
無
論
二
候
得
共
銘
々
従
来
之
家
業
ヲ
拡
チ
勉
務
仕
候
義
二
付
斯
ク
遷
延
仕
候
上
ハ
多
少
之
困
情
モ
可
有
之
ト
愚
考
仕
候
条
差
当
リ
御
手
当
ト
シ
テ
其
二
増
給
之
御
鈴
議
相
成
度
尚
御
参
考
之
為
メ
相
当
増
給
高
左
二
奉
伺
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
　
　
第
四
章
　
長
崎
医
学
の
復
興
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
治
療
係
の
吉
雄
圭
斎
は
十
五
円
、
鹿
児
島
寿
庵
、
二
宮
良
逸
は
十
円
、
看
護
長
の
加
藤
文
敬
、
中
村
清
胤
、
竹
下
林
馨
に
は
一
円
五
十
銭
が
増
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
二
、
治
療
係
田
口
秋
桂
、
治
療
係
兼
助
教
国
富
仙
太
郎
、
薬
局
係
大
浦
　
　
従
吾
の
三
名
は
治
療
係
兼
助
教
引
間
泰
介
以
下
四
名
が
戦
地
へ
出
張
　
　
し
、
院
務
多
忙
の
際
勉
務
し
た
が
、
引
間
も
帰
る
時
期
が
期
し
難
い
　
　
の
で
増
給
し
て
頂
き
た
い
。
　
こ
れ
に
関
す
る
増
給
は
一
時
雇
の
者
と
は
違
う
と
い
う
理
由
で
見
合
せ
と
な
っ
た
。
然
し
、
三
名
と
も
に
、
六
月
に
入
っ
て
、
増
給
（
田
口
、
国
富
は
月
五
円
、
大
浦
は
月
二
円
）
さ
れ
た
し
、
吉
雄
（
十
五
円
）
、
鹿
児
島
、
二
宮
（
共
に
十
円
）
、
加
藤
、
中
村
、
竹
下
（
共
に
一
円
五
十
銭
）
も
同
時
に
増
給
支
払
が
実
現
し
た
。
　
三
、
器
械
書
籍
係
リ
大
塚
長
吉
を
厳
原
分
派
病
院
へ
派
出
し
た
の
で
、
　
　
残
務
は
治
療
係
で
担
当
し
て
い
た
が
、
新
調
の
器
械
書
籍
も
多
く
被
　
　
傷
者
も
多
人
数
入
院
し
、
当
分
派
病
院
も
設
立
之
際
何
分
届
き
兼
ね
　
　
た
、
そ
れ
で
生
徒
取
締
大
賀
禄
郎
は
治
療
方
も
心
得
て
い
る
し
、
院
　
　
内
に
詰
切
り
で
あ
る
か
ら
同
人
へ
兼
任
仰
付
け
ら
れ
た
な
ら
ば
至
極
　
　
適
任
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
、
月
給
二
百
円
増
給
し
た
上
、
同
　
　
人
へ
兼
務
を
仰
付
け
ら
れ
、
随
っ
て
生
徒
取
締
助
勤
川
端
経
徳
へ
二
　
　
円
増
加
の
上
、
本
役
を
仰
付
け
ら
れ
た
な
ら
ば
、
医
学
場
生
徒
の
取
一297一
　
　
　
第
五
節
　
西
南
の
役
と
長
崎
病
院
　
．
締
向
で
も
不
都
合
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
至
急
御
詮
議
相
成
り
た
い
。
　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
関
係
者
は
共
に
増
給
が
確
定
し
て
い
る
。
　
五
月
三
十
日
、
県
衛
生
課
非
常
事
務
係
は
北
島
県
令
に
宛
て
て
伺
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
大
意
は
長
崎
病
院
に
お
い
て
警
視
負
傷
患
者
を
引
受
け
、
治
療
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
患
者
が
案
外
大
勢
で
、
医
員
が
少
く
実
際
行
屈
き
兼
ね
て
い
る
訳
で
、
追
々
伺
の
上
、
医
学
生
徒
（
雛
）
の
吋
最
先
進
輩
を
抜
擢
し
て
薬
局
掛
、
看
護
医
助
勤
を
申
付
け
、
た
め
に
院
務
の
都
合
を
得
、
今
目
に
至
っ
た
が
、
右
は
元
来
、
生
徒
で
あ
る
か
ら
、
給
料
を
賜
わ
る
こ
と
は
如
何
と
多
少
懸
念
の
廉
も
あ
り
、
先
ず
挙
げ
て
無
給
で
や
っ
て
来
た
。
然
し
、
日
夜
、
医
員
に
倍
し
、
院
内
で
周
旋
し
て
い
る
こ
と
に
付
い
て
は
依
然
舎
内
に
在
っ
て
、
勤
学
し
て
い
る
も
の
と
は
向
う
体
面
上
に
関
す
る
廉
も
あ
る
。
全
く
無
給
で
は
聯
か
難
渋
し
、
情
実
も
あ
る
由
で
あ
る
。
そ
う
は
云
っ
て
も
追
々
習
熟
に
帰
し
、
独
り
本
人
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
院
の
た
め
退
い
て
は
区
の
た
め
に
な
る
べ
き
見
込
が
あ
る
の
を
認
め
乍
ら
、
之
を
免
し
、
他
の
町
医
に
譲
る
よ
う
で
は
生
徒
の
教
育
上
、
頗
る
遺
憾
の
次
第
で
も
あ
る
。
且
つ
叉
、
目
下
の
景
況
で
は
当
分
必
定
入
用
の
者
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
就
い
て
は
、
給
料
と
し
な
い
で
、
手
当
と
し
て
一
ケ
月
金
七
円
ず
つ
を
御
支
給
に
さ
れ
る
べ
き
方
が
妥
当
で
あ
る
か
に
見
込
ま
れ
る
か
ら
そ
の
通
り
御
聞
済
み
下
さ
れ
度
い
。
尤
も
金
員
は
外
一
般
警
視
の
軍
費
よ
り
仕
払
相
当
の
筋
と
思
わ
れ
る
。
依
っ
て
、
左
に
御
辞
令
の
按
を
付
し
、
御
暇
を
伺
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
そ
し
て
七
円
の
手
当
の
按
を
出
し
て
い
る
が
、
五
円
に
訂
正
し
て
決
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
区
費
生
奉
職
日
限
が
示
さ
れ
て
い
る
。
表
示
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
薬
局
掛
に
川
島
政
徳
、
佐
藤
一
郎
、
末
岡
小
金
吾
、
岸
川
万
太
郎
（
以
上
四
月
五
日
拝
命
）
、
小
佐
々
立
栄
（
四
月
三
十
日
拝
命
）
、
楢
崎
元
一
（
五
月
二
十
三
日
拝
命
）
、
護
長
助
勤
に
山
口
要
策
、
戸
次
清
二
、
赤
木
末
四
郎
（
以
上
四
月
五
日
）
、
大
曲
武
八
郎
（
四
月
十
一
日
拝
命
）
、
渋
江
俊
民
（
四
月
二
十
一
日
拝
命
）
、
市
川
菊
斎
（
五
月
十
四
日
拝
命
）
、
阪
本
元
泰
、
加
瀬
道
益
（
五
月
二
十
三
日
拝
命
）
、
護
長
助
教
に
岩
野
全
治
（
四
月
五
日
拝
命
）
、
取
締
助
勤
に
末
松
次
郎
（
四
月
二
十
九
日
拝
命
）
と
云
う
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
末
松
次
郎
は
四
月
十
九
日
に
医
学
場
生
徒
取
締
心
得
を
拝
命
し
て
い
る
。
一298一
長
崎
病
院
は
院
内
取
締
に
つ
い
て
、
六
月
九
日
に
、
分
派
病
院
へ
達
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
　
当
入
院
患
者
二
付
室
内
等
へ
諸
商
人
入
込
売
買
致
候
義
御
聞
合
二
相
成
　
於
本
院
ニ
テ
ハ
病
室
へ
飴
菓
子
売
捌
ハ
旧
来
よ
り
禁
故
門
内
ヱ
ハ
入
込
　
不
申
僕
得
共
此
節
二
而
者
貸
本
屋
井
二
反
物
屋
丈
室
内
へ
差
許
置
候
処
　
尚
以
本
日
ヨ
リ
相
改
貸
本
屋
反
物
屋
丈
ハ
庶
務
係
詰
所
ニ
テ
引
合
致
さ
　
せ
候
様
相
定
置
候
間
此
段
及
御
報
知
二
候
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
　
院
　
　
　
十
年
六
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗
　
務
　
係
（
石
田
）
　
　
　
　
第
一
分
派
病
院
　
　
　
　
　
庶
務
係
　
御
中
　
翌
十
日
、
正
覚
寺
の
第
三
分
派
病
院
に
、
入
院
患
者
用
の
毛
布
（
大
判
）
五
十
枚
を
長
崎
病
院
よ
り
送
付
し
、
長
崎
病
院
俗
務
係
は
院
長
吉
田
健
康
に
そ
の
旨
を
報
告
し
た
。
長
崎
は
挙
げ
て
傷
病
者
の
治
療
に
当
っ
て
い
た
と
も
云
え
よ
う
。
　
六
月
十
一
日
、
吉
田
健
康
は
北
島
県
令
に
宛
て
、
二
宮
良
逸
の
兄
聾
造
を
正
覚
寺
門
第
三
分
院
の
設
立
に
当
っ
て
試
検
的
に
施
療
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
至
極
治
療
係
相
当
の
人
と
認
め
ら
れ
た
の
で
臨
時
採
用
し
て
貰
い
た
い
と
伺
を
呈
出
し
た
。
こ
れ
は
警
視
被
傷
者
六
十
余
名
が
戦
地
よ
り
輸
送
さ
れ
、
本
院
並
び
に
両
分
院
と
も
満
第
四
章
　
長
崎
医
学
の
復
興
員
と
な
っ
た
た
め
に
第
三
分
院
が
設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
同
時
に
区
費
生
の
う
ち
、
宮
川
元
磧
を
看
護
長
助
勤
に
、
伊
東
成
治
を
薬
剤
係
に
選
挙
し
、
手
当
と
し
て
五
円
を
支
給
し
た
。
こ
の
発
令
は
十
三
日
で
あ
る
。
　
長
崎
病
院
雇
医
と
な
っ
た
二
宮
襲
造
は
月
給
二
十
五
円
を
麦
給
さ
れ
た
が
、
そ
の
履
歴
書
に
は
　
　
　
　
　
　
　
福
岡
県
管
下
筑
後
国
第
拾
二
大
区
壱
小
区
　
　
　
　
　
　
　
竹
野
郡
石
垣
村
百
八
拾
三
番
屋
敷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
民
　
二
宮
襲
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
丑
六
月
迄
三
十
七
才
九
ケ
月
　
安
政
五
年
戊
午
正
月
長
崎
洋
医
流
郡
元
之
進
江
従
学
三
年
二
〆
去
リ
文
　
久
辛
酉
三
月
大
阪
洋
医
流
児
玉
純
造
江
従
学
翌
年
六
月
帰
省
〆
文
久
三
　
年
癸
亥
正
月
開
業
明
治
三
年
二
月
長
崎
医
学
校
江
入
門
同
年
六
月
退
帰
　
開
業
明
治
七
年
十
二
月
三
潴
県
病
院
修
学
局
長
被
命
明
治
九
年
廃
県
迄
　
相
勤
罷
在
候
也
と
云
っ
て
あ
る
。
ポ
ン
ペ
の
孫
弟
子
に
当
る
訳
で
あ
る
。
　
六
月
十
二
日
に
至
り
、
長
崎
病
院
医
局
は
第
一
・
第
二
・
第
三
分
派
病
院
に
対
し
、
征
討
軍
団
病
院
課
の
要
請
に
よ
り
、
当
時
の
在
員
傷
者
数
を
調
査
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
調
査
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
た
が
、
後
に
七
月
の
分
を
ま
と
め
て
掲
一299一
　
　
　
第
五
節
　
西
南
の
役
と
長
崎
病
院
げ
よ
う
。
さ
て
、
こ
の
調
査
を
要
請
し
た
征
討
軍
団
病
院
係
は
先
に
久
留
米
に
あ
っ
た
緒
方
惟
準
を
長
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
時
、
惟
準
は
長
崎
に
出
張
し
て
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
又
、
こ
の
頃
、
第
四
分
派
病
院
が
バ
ラ
ッ
ク
で
建
て
ら
れ
た
。
　
六
月
十
九
目
、
吉
田
健
康
は
北
島
県
令
宛
て
に
区
費
生
小
佐
々
立
栄
が
臨
時
薬
局
掛
で
あ
っ
た
が
、
脚
気
の
た
め
転
地
す
る
の
で
、
解
雇
し
、
代
り
に
区
費
生
友
清
幹
吉
を
採
用
す
る
よ
う
伺
書
を
呈
出
、
六
月
二
十
日
に
発
令
さ
れ
た
。
発
令
さ
れ
た
書
類
に
よ
る
と
、
第
一
分
派
長
崎
病
院
の
薬
局
係
で
、
手
当
は
五
円
で
あ
る
。
　
六
月
二
十
四
日
、
吉
田
健
康
は
患
者
用
蒲
団
、
寝
床
、
蚊
帳
、
ヶ
ッ
ト
、
病
衣
等
の
う
ち
不
用
の
分
を
通
知
す
る
よ
う
各
分
院
庶
務
掛
に
達
し
た
。
そ
し
て
一
・
二
日
中
に
五
・
六
十
人
の
患
者
が
来
る
と
予
告
し
た
。
　
さ
て
、
六
月
二
十
九
日
、
長
崎
県
は
国
富
倦
太
郎
の
長
崎
医
学
場
長
代
理
を
免
じ
、
吉
田
健
康
を
長
崎
病
院
雇
に
任
じ
、
長
崎
医
学
場
長
を
兼
務
さ
せ
た
。
こ
の
六
月
中
に
佐
野
常
民
が
長
崎
に
来
て
、
緒
方
惟
準
と
協
議
し
、
博
愛
社
と
称
す
る
一
社
を
作
り
、
赤
十
字
社
の
趣
旨
に
微
っ
て
、
戦
地
の
傷
病
者
を
官
軍
た
り
と
も
、
賊
軍
た
り
と
も
、
そ
の
属
す
る
と
こ
ろ
を
問
わ
ず
、
救
療
し
よ
う
と
申
出
た
。
緒
方
惟
準
は
こ
れ
に
大
い
に
賛
成
し
、
長
崎
市
中
の
軍
団
病
院
に
二
分
室
を
設
け
、
こ
れ
を
賊
軍
傷
病
者
に
分
与
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
に
そ
の
傷
病
者
を
施
療
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
わ
が
国
の
赤
十
字
社
の
基
本
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
実
に
、
長
崎
に
お
い
て
今
日
の
赤
十
字
社
の
精
神
を
体
し
た
博
愛
社
の
最
初
の
病
院
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
七
月
九
日
、
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
が
警
視
病
院
（
長
崎
病
院
は
主
と
し
て
警
視
員
を
収
容
し
て
い
た
。
）
に
来
臨
さ
れ
た
。
　
有
栖
川
宮
様
警
視
病
院
へ
本
日
御
巡
視
可
相
成
候
二
付
過
刻
御
示
談
相
　
遂
ケ
置
候
処
本
日
之
儀
者
本
院
丈
ケ
ニ
テ
分
派
病
院
之
儀
者
御
延
引
相
　
成
候
条
此
段
為
御
心
得
御
通
知
お
よ
び
候
也
　
　
　
十
年
七
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
　
生
　
掛
（
衛
生
）
　
　
第
一
分
派
病
院
医
局
　
　
　
　
　
庶
務
掛
　
御
中
　
　
追
テ
各
分
派
病
院
へ
本
文
之
儀
通
知
可
然
取
計
有
之
度
候
也
　
有
栖
川
宮
は
各
分
派
病
院
に
も
来
臨
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
七
月
九
日
、
吉
田
健
康
は
北
島
県
令
に
宛
て
、
第
四
分
院
設
置
一300一
に
当
り
、
長
崎
病
院
雇
医
と
し
て
月
給
三
拾
円
で
臨
時
に
鹿
児
島
自
然
を
採
用
さ
れ
る
よ
う
伺
を
呈
出
し
た
。
役
目
は
治
療
係
で
あ
る
。
魔
児
島
自
然
の
履
歴
書
を
示
そ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
県
下
第
一
大
区
三
小
区
本
紺
屋
町
　
　
　
　
　
　
　
　
六
百
八
拾
七
番
地
寄
留
鹿
児
島
寿
安
同
居
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
児
島
自
然
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
六
年
十
一
ケ
月
　
一
　
文
久
三
年
癸
亥
四
月
ヨ
リ
慶
応
三
年
丁
夘
九
月
迄
福
岡
県
河
野
禎
　
　
　
造
二
従
ヒ
四
年
六
ケ
月
間
洋
法
修
学
　
一
　
明
治
三
年
庚
午
九
月
ヨ
リ
県
下
寄
留
鹿
児
島
寿
安
二
従
ヒ
同
四
年
　
　
　
辛
未
二
月
迄
修
行
　
一
　
同
四
年
二
月
ヨ
リ
同
七
年
四
月
迄
旧
第
五
大
学
区
医
学
校
工
入
塾
　
　
　
和
蘭
教
師
二
従
ヒ
諸
課
受
業
　
一
　
同
七
年
四
月
鉱
山
寮
御
雇
被
　
仰
付
県
下
高
島
二
出
張
同
十
二
月
　
　
　
炭
坑
舎
工
御
引
譲
二
相
成
該
舎
ノ
依
頼
二
応
ジ
其
儘
高
島
二
罷
在
　
　
　
候
　
　
　
右
之
通
二
相
違
無
御
座
候
　
　
　
明
治
十
年
七
月
八
日
　
　
　
　
鹿
児
島
自
然
　
　
長
崎
県
令
　
北
島
秀
朝
殿
　
次
に
七
月
十
三
日
に
至
り
、
長
崎
の
本
院
及
び
各
分
派
病
院
は
入
院
患
者
を
警
視
局
に
引
継
ぐ
こ
と
と
な
り
、
三
月
二
十
五
日
以
第
四
章
　
長
崎
医
学
の
復
興
来
の
負
傷
者
入
退
院
数
を
調
査
し
、
一
覧
表
を
作
製
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
八
月
十
二
日
に
至
っ
て
、
非
常
事
務
係
、
衛
生
係
が
纒
め
た
。
　
明
治
十
年
三
月
廿
五
日
以
降
七
月
十
三
日
警
視
局
へ
引
継
迄
負
傷
患
者
　
入
退
院
別
紙
一
覧
表
相
副
供
御
電
嘱
候
也
　
　
　
　
明
治
十
年
三
月
廿
五
日
ヨ
リ
同
七
月
十
三
日
迄
　
　
　
　
警
視
局
負
傷
患
者
入
退
院
表
名
　
　
称
長
崎
病
院
第
一
分
派
長
崎
病
院
第
二
分
派
長
崎
病
院
第
三
分
派
長
崎
病
院
第
四
分
派
長
崎
病
院
合
　
　
計
　
　
右
な
お
、
　入　　院
　
二
百
二
十
名
二
百
五
十
一
名
平
癒
二
付
退
　
　
院
百
五
＋
一
名
百
五
十
七
名
八
十
一
名
　
四
十
八
名
八
十
三
名
　
　
三
十
四
名
四
十
四
名
六
百
七
十
九
名
　
通
死
　
亡
十
八
名
　
八
名
七
月
十
三
日
引
継
人
員
　
五
十
一
名
　
八
十
六
名
二
名
　
　
三
十
一
名
一
名
　
　
四
十
八
名
四
十
四
名
三
百
九
十
名
二
十
九
名
二
百
六
十
名
　
　
之
　
　
　
各
病
院
の
明
細
簿
は
省
略
す
る
。
七
月
十
六
日
、
、
塩
山
十
等
属
が
北
島
県
令
に
呈
出
し
た
伺
書
に
一301一
第
五
節
　
西
南
の
役
と
長
崎
病
院
よ
る
と
、
八
代
軍
団
病
院
よ
り
長
崎
病
院
治
療
係
兼
助
教
引
問
泰
介
、
同
兼
薬
剤
係
長
屋
恭
平
、
同
薬
剤
係
阿
部
権
、
同
山
川
饒
等
（
他
に
嶋
原
三
浦
清
人
、
武
雄
清
水
由
順
、
萬
屋
町
医
野
問
報
策
、
西
山
渡
辺
内
寄
留
赤
星
静
民
）
を
解
雇
す
る
通
知
が
来
た
の
で
、
長
崎
県
で
は
出
張
陸
軍
御
用
雇
を
免
ず
る
辞
令
を
出
し
た
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
七
月
五
日
に
、
内
務
省
五
等
出
仕
前
田
献
吉
は
長
崎
県
令
北
島
秀
朝
に
対
し
、
戊
第
十
四
号
を
以
て
、
長
崎
病
院
附
属
の
建
家
を
司
薬
場
に
引
請
け
て
い
る
に
つ
い
て
は
、
建
家
の
う
ち
、
旧
講
堂
内
に
お
い
て
、
病
院
生
徒
0
教
場
一
間
を
日
々
講
習
時
間
に
貸
渡
す
べ
き
旨
を
打
合
せ
て
置
い
た
が
、
司
薬
場
の
整
備
に
よ
り
そ
れ
が
不
可
能
と
な
っ
た
の
で
九
十
坪
を
借
用
し
て
講
習
所
を
新
築
し
た
い
旨
を
申
出
た
。
こ
れ
を
九
日
に
受
け
取
っ
た
衛
生
掛
で
は
第
二
課
と
協
議
し
て
二
十
一
日
に
回
答
を
発
し
た
。
戌
第
拾
四
号
御
県
御
病
院
附
属
之
建
家
司
薬
場
江
御
引
請
致
シ
居
候
二
就
て
ハ
右
建
家
之
内
旧
講
堂
内
二
於
て
病
院
生
徒
之
教
場
一
ト
間
日
々
講
習
時
間
御
貸
渡
可
致
旨
予
而
及
御
打
合
置
候
得
共
今
般
試
験
場
蒸
発
所
其
他
天
秤
器
械
室
等
先
々
模
様
替
取
懸
リ
候
処
在
来
之
講
堂
而
已
二
て
ハ
室
内
狭
小
に
し
て
適
宜
之
間
取
出
来
兼
候
二
付
於
御
庁
御
差
問
無
之
候
ハ
・
別
紙
図
面
之
場
所
地
坪
九
拾
坪
借
用
講
習
所
壱
宇
新
規
建
築
之
上
最
前
致
来
候
通
将
来
病
院
教
場
江
モ
御
貸
渡
可
致
左
候
得
者
讐
方
共
万
事
之
都
合
可
宜
存
候
二
付
前
条
御
差
支
之
有
無
至
急
御
回
報
有
之
度
此
段
及
御
照
会
候
也
　
　
明
治
十
年
七
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
内
務
五
等
出
仕
　
　
前
　
田
　
献
　
吉
　
長
崎
県
令
　
北
島
秀
朝
殿
　
　
追
而
病
院
外
国
病
室
ト
当
場
試
験
場
ト
ノ
間
二
通
路
有
之
候
て
ハ
　
　
自
然
彼
我
混
清
シ
テ
将
来
不
都
合
ヲ
生
シ
候
儀
モ
難
計
二
付
御
差
　
　
支
無
之
候
ハ
、
別
紙
図
面
之
通
転
移
相
成
度
尤
該
費
用
之
儀
ハ
於
　
　
当
場
先
々
相
弁
可
申
候
条
是
亦
御
差
支
之
有
無
及
御
間
合
候
也
　
そ
の
回
答
は
七
月
二
十
一
日
に
「
長
崎
病
院
附
属
建
家
ノ
義
二
付
内
務
五
等
出
仕
へ
回
答
之
件
」
と
し
て
取
扱
い
、
前
田
献
吉
の
申
出
を
承
諾
す
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
そ
の
回
答
の
全
丈
を
「
明
治
十
年
頸
十
略
朋
学
務
課
教
育
掛
事
務
簿
教
育
ノ
部
、
第
三
完
」
に
よ
っ
て
示
そ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
　
生
　
掛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
課
　
長
崎
病
院
附
属
建
家
之
儀
最
前
司
薬
場
へ
御
引
渡
相
成
候
際
生
徒
教
場
　
ト
シ
テ
旧
講
堂
之
内
一
間
借
受
之
儀
御
約
定
相
整
居
候
処
今
般
該
場
二
　
於
テ
手
狭
二
付
講
習
所
新
築
之
旨
ヲ
以
病
院
構
内
地
面
九
拾
坪
借
用
云
一502一
々
二
付
地
図
相
添
内
務
五
等
出
仕
前
田
献
吉
ヨ
リ
別
紙
之
通
照
会
書
到
来
候
二
付
精
考
仕
候
処
右
地
所
之
儀
は
元
来
遊
歩
園
ニ
シ
テ
樹
木
等
植
付
有
之
迄
ニ
テ
先
以
不
用
二
属
ス
ル
明
キ
地
故
御
貸
渡
相
成
候
ト
モ
将
来
差
支
ノ
場
所
二
は
無
之
併
シ
空
気
流
通
等
之
為
メ
ニ
は
構
内
二
建
家
稠
密
ス
ル
ハ
敢
テ
好
マ
ザ
ル
儀
二
有
之
候
へ
共
今
是
ヲ
拒
ム
ト
キ
ハ
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
○
　
　
　
レ
レ
陳
旧
講
堂
之
内
生
徒
教
場
ト
シ
テ
一
間
御
借
受
有
之
候
O
儀
廃
止
等
異
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
論
ヲ
生
ズ
ル
モ
難
測
果
シ
テ
然
ル
時
ハ
目
下
教
場
二
差
支
ル
ハ
不
侯
其
言
尤
右
御
借
受
等
之
儀
ハ
一
時
ノ
姑
息
法
故
追
テ
ハ
新
タ
ニ
御
建
築
可
相
成
候
得
共
其
医
学
場
資
金
タ
ル
ヤ
昨
九
年
分
場
費
各
区
未
納
之
分
即
今
迄
モ
取
纒
兼
候
程
之
事
故
今
急
二
営
繕
費
等
二
充
足
セ
ズ
勇
容
易
二
御
着
手
相
成
兼
候
二
付
先
以
地
所
之
儀
は
御
貸
渡
相
成
候
分
歎
ト
愚
考
仕
候
且
叉
別
紙
図
面
之
内
本
院
汐
洋
人
病
院
へ
通
路
ノ
中
場
所
換
之
儀
モ
前
段
御
貸
渡
相
成
候
上
ハ
転
移
相
成
候
方
可
然
見
込
二
御
座
候
就
テ
地
所
之
儀
ハ
第
二
課
関
係
二
付
該
課
二
於
テ
実
地
調
査
ヲ
可
遂
候
得
共
先
以
一
応
見
込
上
申
勇
御
回
答
左
按
可
然
哉
此
段
奉
伺
候
也
　
　
　
御
回
答
按
当
県
病
院
附
属
之
建
家
先
般
貴
場
へ
御
引
渡
之
際
従
来
講
堂
之
内
一
間
医
学
生
徒
講
習
時
間
ヲ
限
借
用
可
致
儀
予
テ
御
協
議
相
整
居
候
処
今
般
試
験
場
蒸
発
所
其
他
御
模
様
替
二
付
室
内
狭
小
ナ
ル
ヲ
以
新
規
講
習
所
壱
宇
御
建
築
被
成
度
依
テ
該
院
地
面
之
内
九
拾
坪
借
用
云
申
御
照
会
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
趣
委
詳
承
知
致
シ
候
然
ル
処
該
院
建
家
之
儀
追
々
及
大
破
候
二
付
修
繕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
候
ヨ
リ
寧
・
再
築
之
儀
即
今
専
ラ
商
議
中
ニ
テ
他
日
費
金
等
都
合
能
募
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
　
　
第
四
章
　
長
崎
医
学
の
復
興
　
集
ノ
上
ハ
速
二
営
繕
着
手
為
致
候
見
込
二
有
之
其
節
二
至
リ
位
置
或
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
　
便
宜
模
様
替
等
之
為
メ
自
然
他
二
譲
ル
ヘ
キ
地
所
無
之
シ
テ
多
少
差
支
　
候
儀
有
之
候
ハ
・
今
般
御
新
設
可
相
成
講
習
所
建
家
相
当
代
価
ヲ
以
其
　
　
　
　
　
　
　
譲
　
　
。
　
　
　
　
。
　
儘
当
県
へ
御
引
渡
之
儀
相
叶
ヒ
間
敷
哉
且
最
初
御
協
議
済
之
通
講
堂
内
　
　
　
　
　
　
レ
レ
　
　
　
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
レ
ム
レ
レ
　
一
ト
問
生
徒
講
習
時
間
借
用
之
儀
今
般
御
新
設
可
相
成
講
習
所
内
二
於
　
　
　
　
　
　
差
　
テ
将
来
聯
力
御
支
ナ
ク
御
貸
渡
之
両
件
御
承
諾
之
上
右
地
所
之
儀
御
用
　
　
　
　
　
　
レ
レ
　
立
候
様
致
度
此
段
御
照
会
勇
及
御
回
答
候
也
　
　
　
明
治
十
年
七
月
廿
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
崎
県
令
　
北
島
秀
朝
　
　
内
務
五
等
出
仕
　
前
田
献
吉
殿
　
追
テ
外
国
人
病
室
ヘ
ノ
通
路
移
転
之
儀
ハ
本
文
両
件
御
異
存
無
之
候
時
　
ハ
別
二
差
支
無
之
候
尤
実
地
御
着
手
之
節
は
係
官
員
出
張
御
引
渡
方
為
　
取
斗
候
此
段
申
添
候
也
　
七
月
二
十
二
日
、
戦
時
仮
病
院
及
び
第
一
乃
至
第
四
分
派
病
院
の
全
部
が
警
視
病
院
と
改
称
さ
れ
た
が
、
吉
田
健
康
は
北
島
県
令
に
宛
て
、
伺
を
呈
出
し
た
。
先
頃
よ
り
臨
時
護
長
井
に
薬
局
係
助
勤
へ
雇
入
に
な
っ
て
い
た
大
曲
武
八
郎
以
下
、
十
二
名
の
者
は
去
る
七
月
十
二
日
、
警
視
被
傷
者
御
引
渡
の
際
、
御
解
雇
に
な
っ
た
が
、
山
口
警
部
よ
り
の
依
頼
に
よ
り
、
二
十
日
頃
ま
で
の
約
定
で
警
視
病
院
へ
お
貸
渡
し
に
な
っ
て
い
る
。
同
院
も
用
済
み
に
な
っ
一　303＿
　
　
　
第
五
節
　
　
西
南
の
役
と
長
崎
病
院
た
の
で
、
別
紙
の
通
り
掛
合
に
な
り
、
悉
く
帰
場
し
た
。
そ
れ
で
、
全
く
御
解
雇
に
な
る
べ
き
も
の
と
存
じ
て
い
る
の
で
、
左
に
御
辞
令
を
添
え
る
と
い
っ
て
い
る
。
　
大
曲
武
八
郎
（
護
長
助
勤
）
、
佐
藤
一
郎
、
末
岡
小
金
吾
、
岸
川
万
太
郎
、
楢
崎
元
一
（
以
上
、
薬
局
係
助
勤
）
、
　
戸
次
清
二
、
赤
木
末
四
郎
、
山
口
要
策
、
加
瀬
道
益
、
坂
本
玄
泰
、
宮
川
元
磧
、
岩
野
全
治
、
市
川
蘭
斎
（
以
上
、
護
長
）
　
以
上
が
二
十
目
ま
で
の
約
定
で
警
視
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
者
で
あ
る
。
但
し
、
大
曲
武
八
郎
は
別
働
第
三
旅
団
病
院
係
山
口
中
警
部
の
七
月
十
六
日
附
、
吉
田
健
康
宛
書
類
に
よ
る
と
、
十
六
日
に
脚
気
に
よ
り
看
護
長
助
勤
を
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
　
叉
、
佐
藤
一
郎
、
末
岡
小
金
吾
、
岸
川
万
太
郎
、
楢
崎
元
一
等
は
十
九
目
に
解
雇
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
、
同
日
附
、
別
働
第
三
旅
団
病
院
課
よ
り
廻
達
さ
れ
た
長
崎
県
病
院
宛
書
類
に
記
さ
れ
て
い
る
。
戸
次
以
下
八
名
も
、
同
日
、
長
崎
病
院
に
差
戻
さ
れ
た
。
　
さ
て
、
八
月
一
日
、
奉
職
履
歴
医
の
制
度
が
始
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
、
長
崎
司
薬
場
は
エ
イ
キ
マ
ン
の
監
督
下
に
経
営
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
長
崎
病
院
が
西
南
の
役
に
よ
っ
て
種
々
の
非
常
事
務
を
と
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
何
等
の
軍
事
的
な
役
割
は
演
じ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
前
記
の
よ
う
に
、
長
崎
病
院
内
に
そ
の
研
究
施
設
を
設
け
よ
う
と
し
て
い
た
。
　
八
月
八
日
、
戊
第
弐
拾
号
を
以
て
、
先
の
司
薬
場
の
件
を
再
検
討
し
て
い
る
。
　
司
薬
場
伝
習
所
之
儀
ハ
都
合
有
之
同
場
境
内
二
於
て
建
築
可
致
二
付
最
　
前
及
御
打
合
候
病
院
地
所
借
用
之
義
御
取
消
相
成
度
尤
同
院
生
徒
講
習
　
時
間
ハ
予
而
御
約
定
之
通
リ
現
今
将
来
共
御
貸
渡
可
致
候
此
段
御
回
答
　
労
申
進
候
也
　
　
追
而
伝
習
開
業
之
儀
ハ
本
文
建
築
落
成
之
上
司
薬
場
詰
江
頭
元
朴
よ
　
　
り
御
通
知
可
致
候
此
段
申
添
候
也
　
　
　
明
治
十
年
八
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
務
五
等
出
仕
　
　
前
　
田
　
献
　
吉
　
　
長
崎
県
令
　
北
島
秀
朝
殿
　
長
崎
司
薬
場
は
薬
品
取
締
に
関
し
て
、
種
々
の
講
習
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
序
で
に
明
治
十
年
（
一
八
七
八
年
）
の
薬
事
行
政
に
触
れ
て
お
こ
う
。
　
一
月
二
十
日
、
売
薬
規
則
が
布
達
さ
れ
、
売
薬
営
業
税
一
方
に
つ
き
一
ケ
年
二
円
、
鑑
札
料
一
方
に
つ
き
一
枚
二
十
銭
、
う
け
売
及
び
行
商
鑑
札
料
各
一
枚
二
十
銭
と
規
定
し
た
。
二
月
五
日
、
抱
一304一
水
ク
官
ラ
ー
ル
の
貯
蔵
及
び
精
製
法
が
達
せ
ら
れ
、
十
九
日
、
毒
薬
劇
薬
取
扱
規
則
が
公
布
さ
れ
、
毒
薬
十
九
種
、
劇
薬
四
十
六
種
を
定
め
、
そ
の
敷
の
峻
劇
に
よ
っ
て
直
ち
に
生
命
を
傷
害
す
る
に
足
る
も
の
を
毒
薬
と
し
、
そ
の
敷
の
強
烈
で
な
く
て
も
そ
の
用
量
に
よ
っ
て
危
害
を
生
じ
易
い
も
の
を
劇
薬
と
し
た
。
二
月
二
十
五
日
、
太
田
雄
寧
の
東
京
医
事
新
誌
が
創
刊
さ
れ
た
が
、
三
月
二
十
二
日
、
燐
製
鼠
と
り
薬
が
禁
ぜ
ら
れ
た
。
三
月
二
十
六
日
、
司
薬
場
試
験
条
例
の
改
正
を
み
、
五
月
二
十
八
日
、
杏
仁
水
、
桃
仁
水
を
ラ
ウ
リ
ヶ
ル
ス
水
に
代
用
す
る
こ
と
が
公
認
さ
れ
た
。
六
月
、
各
司
薬
場
の
製
薬
学
教
場
が
廃
止
さ
れ
、
試
薬
師
、
助
手
等
に
余
暇
が
あ
れ
ば
、
講
義
す
る
程
度
と
し
た
。
七
月
十
一
日
、
司
薬
場
に
願
出
た
薬
品
で
、
容
量
不
足
す
る
も
の
に
は
「
容
量
不
足
」
の
四
字
を
捺
印
し
て
返
付
す
る
旨
を
七
新
聞
社
に
広
告
し
、
量
目
の
不
正
を
防
止
し
た
。
　
十
二
月
、
ゲ
ー
ル
ツ
は
日
本
薬
局
方
の
蘭
文
草
案
を
脱
稿
し
た
。
叉
、
こ
の
年
、
名
古
屋
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
官
i
レ
ン
ツ
は
ポ
ン
ペ
の
講
義
以
後
、
は
じ
め
て
、
法
医
学
を
講
じ
、
後
年
、
東
京
浅
草
の
警
視
病
院
に
お
け
る
デ
ー
ニ
ッ
ツ
の
講
義
に
よ
っ
て
、
法
　
　
　
　
第
四
章
　
長
崎
医
学
の
復
興
医
学
が
開
講
さ
れ
た
の
に
先
鞭
を
つ
け
て
い
る
が
、
朋
治
十
五
年
以
後
、
東
京
大
学
で
別
科
生
に
開
講
以
後
、
裁
判
医
学
と
称
し
た
。
　
な
お
、
九
月
十
三
目
、
新
撰
旅
団
司
令
官
小
松
宮
彰
仁
親
王
は
、
博
愛
社
運
動
に
懇
篤
な
好
意
を
寄
せ
ら
れ
、
自
ら
総
長
に
就
任
、
種
々
配
慮
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。
そ
の
後
、
博
愛
社
か
ら
は
、
社
員
総
代
松
平
乗
承
も
戦
地
に
赴
き
、
次
い
で
戦
地
派
出
委
員
桜
井
忠
興
も
医
員
及
び
看
護
人
等
を
率
い
て
長
崎
に
出
張
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
こ
の
一
団
は
軍
団
軍
医
部
の
指
揮
の
も
と
に
長
崎
の
軍
団
病
院
第
十
一
副
舎
を
負
担
し
、
活
躍
し
た
。
そ
れ
か
ら
更
に
一
団
は
熊
本
及
び
鹿
児
島
の
各
地
に
赴
い
た
の
で
あ
る
が
、
西
南
の
役
終
結
後
の
十
月
十
六
日
、
長
崎
軍
団
病
院
が
廃
止
さ
れ
、
臨
時
長
崎
病
院
が
置
か
れ
て
残
務
処
理
を
行
っ
た
。
こ
う
し
て
博
愛
社
と
共
に
活
躍
し
た
長
崎
病
院
か
ら
博
愛
社
の
一
団
が
完
全
に
引
き
揚
げ
た
の
は
十
月
三
十
一
日
で
あ
っ
た
。
一305一
